
金
部
古
蹟
志
巻
叶
一
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に
て
村
山
盟
前
馬
民
乗
り
居
た
る
由
申
候
へ
ば
‘
捕
左
衛
門
承
h
p
.

左
様
欺
と
て
刀
を
差
し
、
裏
口
よ
り
出
で
馬
場
へ
参
り
た
る
休
也
。

何
ぞ
口
論
に
て
も
可
v
仕
か
‘
無
昌
心
元
-
と
て
一
座
の
者
共
も
馬
場
へ

参
り
見
け
る
に
、
踊
左
衛
門
土
居
に
腰
を
懸
け
.
盟
前
が
馬
に
乗
り

け
る
を
見
物
し
た
る
由
記
殺
す
。
梶
川
踊
左
衛
門
居
邸
は
、
彦
=
二

番
丁
、
村
山
盟
前
が
居
邸
は
小
橋
前
田
掃
部
の
邸
地
也
。
と
あ
れ
ば
、

右
馬
場
は
岩
根
馬
場
な
る
ぺ
し
。
梶
川
・
村
山
雨
士
と
も
、
元
和
・
寛

永
頃
の
人
民
て
‘
此
の
時
代
は
岩
根
・
閥
助
雨
馬
場
共
に
あ
り
し
が
‘

岩
根
馬
場
も
起
原
俊
止
の
年
静
か
な
ら
宇
。

.
0佐
賀
闘
助
侮

佐
賀
家
譜
に
一
宮
ふ
。
元
組
佐
賀
闘
太
夫
利
家
卿
被
=
召
出
一
采
知
二
百

石
賜
v
之
.
慶
長
十
五
年
役
授
。
閲
太
夫
男
閥
助
、
同
年
家
替
相
績
.
遺

知
二
百
石
賜
v
之
、
越
中
園
四
郡
博
勢
支
配
被
昌
仰
付
一
博
努
役
奔
且
領
之
吋

閲
助
夜
後
、
長
男
闘
助
家
替
相
続
.
遺
知
之
内
百
石
賜
ν
之
.
越
中
園

磁
波
・
射
水
・
婦
負
三
郡
之
博
努
支
配
被
-
仰
付
一
二
男
隼
之
助
百
石
賜
v

之
、
越
中
新
川
一
一
都
之
博
努
支
配
被
a
仰
付
刊
と
あ
り
。
闘
原
始
末
記

に
、
慶
長
五
年
大
聖
寺
城
攻
の
時
、
金
ク
丸
陀
於
て
洩
井
左
馬
助
・
葛

巻
隼
人
鎗
を
合
は
す
。
生
間
四
郎
兵
衛
・
宮
崎
減
人
・
.
博
勢
開
助
等
働

金
滞
古
蹟
志
巷
叶
-

日
館
奮
記
に
も
更
に
見
b
・
?
と
云
也
。
と
あ
り
。
平
戎
按
守
る
に
、

部
野
山
王
位
記
に
載
せ
た
る
馬
場
跡
は
‘
今
彼
の
枇
地
越
に
馬
場
と

稽
す
る
地
あ
り
。
回
定
往
古
紳
事
に
流
鏑
馬
を
た
し
た
る
遺
蹟
た
り
と

い
ひ
停
へ
た
り
と
。
さ
れ
ば
此
の
馬
場
跡
を
、
穂
町
務
の
閥
助
馬
場
の

濫
筋
と
せ
し
は
附
命
と
い
ふ
ぺ
し
。
叉
寛
文
四
年
閥
助
馬
場
砂
混
迭

の
事
は
‘
改
作
所
蓄
記
に
如
v
左
あ
り
。

先

一

、

海

砂

五

・

六

十

坪

。

一
、
一
人
持
よ
り
四
人
持
迄
之
川
石
四
・
五
千
。

右
砂
石
、
閥
助
馬
場
御
普
諦
御
用
に
候
保
、
郡
中
よ
り
入
札
仕
も
の

有
v
之
候
者
.
割
場
迄
持
参
仕
様
可
ν
被
且
仰
付
-
候
。
以
上
。

六

月

廿

四

日

制

場

御

普

諦

合

所

石
川
・
河
北
郡
御
奉
行

改

作

御

奉

行

右
属
品
替
に
て
見
れ
ば
、
寛
文
の
初
頃
既
陀
閥
助
馬
場
と
綿
せ
し
事
知

ら
れ
け
り
。
叉
按
宇
る
に
、
懐
恵
夜
話
に
、
或
時
梶
川
摘
左
衛
門
亭

主
に

τ寄
合
ひ
噌
し
け
る
底
へ
‘
跡
よ
り
参
り
け
る
者
、
只
今
馬
場

有
り
。
と
載
せ
た
り
。
博
勢
閥
助
と
は
‘
博
勢
頭
取
な
る
ゆ
ゑ
に
や
。

三
州
志
来
因
概
覧
に
.
大
聖
寺
役
に
佐
賀
隼
之
助
検
功
あ
り
と
見
ね

た
れ
ば
.
親
子
共
勤
功
あ
り
た
り
け
ん
。
さ
て
寛
永
四
年
の
士
授
に
‘

後申

御
馬
衆
裁
百
石
燈
峨
早
之
助
。
と
あ
り
。
さ
hw
ぽ
閥
助
も
、
そ
の
か
み

馬
衆
役
に

τ士
列
た
る
べ
し
。
=
一
州
志
に
、
隼
之
助
は
原
健
兵
衛
と

同
役
に
て
、
馬
具
裁
許
を
勤
む
。
と
あ
り
。
関
助
が
名
は
後
に
所
見

注
し
。

。
佐
賀
隼
之
助
奮
邸

延
貨
の
金
湾
固
に
‘
浅
野
川
大
橋
よ
り
馬
場
町
へ
の
入
白
怠
る
邸
地

を
佐
賀
隼
之
助
、
共
の
隣
地
を
土
師
清
太
夫
と
記
載
す
。
隼
之
助
は

閥
助
の
一
族
也
。
三
州
志
来
図
概
覧
附
録
に
‘
佐
賀
関
助
先
組
隼
之

助
は
‘
慶
長
五
年
大
聖
寺
役
に
て
槍
功
あ
り
。
叉
貞
享
頃
の
隼
之
助

は
‘
原
先
兵
衛
と
同
役
に
て
、
馬
具
裁
許
を
鋤
む
。
組
は
歩
・
奥
カ
の

体
也
。
卸
ち
今
の
歩
土
佐
賀
隼
之
助
の
阻
也
と
あ
り
て
‘
此
の
隼
之

助
が
家
は
次
男
家
に

τ
‘
世
々
一
隼
之
助
と
稀
す
と
い
へ
り
。

。
利
常
卿
馬
見
所

三
州
志
来
図
概
覧
附
録
陀
云
ふ
。
前
回
三
代
家
稽
に
、
利
常
卿
駿
馬

を
好
み
給
う
て
、
関
助
馬
場
へ
副
党
し
、
み
づ
か
ら
調
馬
を
も
試
み




